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先月の山行 

☆ ６月 ３日（日）岐阜大日岳  山行報告参照 

☆   １０日（日）白山     山行報告参照 

☆   １７日（日）三の峰    山行報告参照 

☆ ７月 ８日（日）金草山と冠山 山行報告参照 

７月の予定 

★ １２日（木）例会 

☆ １５日（土）～鳳凰三山南アルプス前夜発 

  ２１日（土）予備日 

  ２７日（土）予備日 

ＣＬ 

  

８月の予定 

★  ２日（木）納涼会 

幹事 

☆ １２日（日）～北アルプスｏｒ中央アルプス 

ＣＬ 

 ２６日（日）別山 9時間 

ＣＬ 

9月９日（日）八郎坂 立山 

ＣＬ 

 

 

 

 

 

 山行申込み方法 

・例会時に未定であったり、山行申込済で都合により

いけなくなった場合は、前々日夜までに山行リーダー

へ直接連絡してください 

山の予定は天候に左右されます。より hotな情報は 

https://asihiking2.jimdo.com/山行計画-1 

検索し再確認して下さい。 

山行計画書を提出して下さい 

クラブ山行の場合はリーダーが、個人山行の場合は 

それぞれで山行前日迄に宮本会長まで。 

 

［山行報告]   

 

白山  2702m 上り 4 時間、下り 3 時間 

 

日時:2018 年 6 月 10 日(日)薄曇り 

 

本来ならば、能郷白山の予定でしたが中島と温見峠間

で橋の崩壊があり通行止め。急遽、白山に変更しまし

た。すると、6/10 は雨時々曇りとの予報だったので一

時は中止に決めましたが土曜日になって 6／10 は曇

りの予報に変わったので予定通り白山に行くことに

決定しました。梅雨入り前の天気はころころ変わるの

で山行計画を立てるのは難しいです。梅雨前線と台風

の影響。いつもの通り、カネキ駐車場 5 時に集合し別

当出合まで出発。6 時に別当出合に到着後、6 時 15 分

に登山スタート。甚之助手前から残雪があり足がスム

ーズに進めなく歩きにくいがアイゼンは装着しませ

んでした。十二曲りの手前まで残雪あり。次は弥陀ヶ

原にも残雪があり。室堂に 9 時 15 分に到着。直ぐに

ランチタイム、食後、御前峰を目指してスタート。山

頂で山に登った証拠写真を撮り下山する。13 時 15 分

に別当出合に到着。その後、総湯で汗を流して帰りま

した。雨にも会わず時より日が差し暑くもなく寒くも

なく快適な山行でした。参加した皆さんありがとうご

ざいました。3 名の参加者でしたが楽しい山行になり

ました。 
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上小池～三ノ峰(2128m)～別山(2399m) 

往復 16km弱 活動時間 8時間弱 

6月１７日 

カネキ  5:00↓ 

上小池  6:20↓    上小池   15:00 

六本檜  7:20↓    六本檜   14:00↑ 

三ノ峰  9:45↓    三ノ峰  12:45↑ 

            別山平発 12:10↑ 

別山平  10:30↓    別山平着 11:30昼食↑ 

別山   11:00↓        リターン↑ 

 

前回の会での山行参加が正月の日野山、とゆう体たら

くな私が次に引いたカードは別山でした。この山は、

二年前に Tさんの影のように張り付いて登って以来 2

回目です。この位ハードな行程の山では、ソロで行く

機会はグンと減るでしょう。 

 

別山山頂での短い滞在のあいだにも、北アルプス方面

のガスはじんわりと増していきました。カネキ４時集

合で 10時別山着なら眺望は更に開けていたかもしれ

ません。午後にかけてガスは出やすくなるのですね。

車中泊の意味のひとつはここにあるのでしょう。 

 

日頃継続的な運動ゼロのわたしは、やはりバテました

(笑)帰りの六本檜からは 4人の方にその旨伝え、マイ

ペースで下山させていただきました。私の持参水分が

２リットルで、これは里山モードでした。3リットル

は用意すべきでした。 

 

足元では可憐な高山植物が咲き初め、アルプスが視認

でき、幸せな山行でした。肝臓のみ鍛える(単なる飲

酒!!)日々ではアカン！と自戒。参加頻度を上げたい

と思います。ありがとうございました。 

 

 

(別山平より逆さ別山) 
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「編集後記」 

梅雨の晴れ間の三の峰山行、4度目のトライで別山

までたどり着く事が出来た。素晴らしい景色が登山

の厳しさを癒してくれた、いや大変な山行ほど全身

で大自然と一体感を味わうことが出来るのか。 

 

その山行の下り道、６本檜で休息を取る事に、する

と赤兎山方面からの登山者、「ヤブが多く引き返して

きた、今から市の瀬（白山の入口）まで戻らないと。」 

日帰りで周遊出来ると思ったのか？時刻は１４時を

回っている、足元もおぼつかない。遭難するといけ

ないので一緒に下山してもらい越美北線勝原駅まで

送っていった。「読みが甘い！」と運転手から一喝さ

れたのは言うまでもない。 

日本勤労者山岳連盟発行「登山時報」では、労山会

員の皆さんからの投稿写真を募集しています。 

登山時報投稿写真係 mailto:tozanjiho@jwaf.jp 

spvd9w29@ivy.ocn.ne.jp に送信ください。 

mailto:spvd9w29@ivy.ocn.ne.jp

